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使用した高力ボルトのケースの表示 

表示内容 

 

構造用トルシア形高力ボルト・六角
ナット・平座金のセット 

ボルトの呼び×長さ（Ｌ） 

 Ｍ２０×７５ 

機械的性質による等級 

 Ｓ１０Ｔ 

セットのロット番号 

 Ｊ１４６１８ 

箱詰数量 

 ７０セット 

検査年月日 

 Ｋ 

メーカー名 

    日本ファスナー工業株式会社 

2 

使用した高力ボルトのミルシート 

セットロット番号 

等級 

トルク 
540Ｎ・m 

締付け軸力値 
194ｋＮ 

3 

髙力ボルトケースの表示 

4 



2 

髙力ボルト開封 

5 

試験体 赤さび自然発生 

6 

試験体 赤さび自然発生 Group A 

7 

試験体 赤さび自然発生 Group B 
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3 

試験体 赤さび自然発生 Group C 

9 

試験体 赤さび自然発生 Group D 

10 

髙力ボルト挿入前の準備 

浮
き
錆
び
、
ゴ
ミ
な
ど
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
な
が

ら
中
板
と
側
板
を
立
て
て
合
わ
せ
る 

11 

髙力ボルト挿入 

中
板
と
側
板
を
立
て
て
合
わ
せ
指
先
の
感
覚
で

三
つ
の
孔
芯
を
合
わ
せ
る 

ボ
ル
ト
に
ゴ
ミ
、
錆
び
等
が
付
着
し
な
い
よ
う
に

配
慮
が
必
要 
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4 

髙力ボルト挿入 

ナ
ッ
ト
面
と
座
金
面
を
確
認
し
ボ
ル
ト
を
セ
ッ
ト
す
る 
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髙力ボルト手締め 

中
板
と
側
板
が
密
着
す
る
程
度
に
内
側
の
ボ
ル
ト
よ

り
レ
ン
チ
で
手
締
め
す
る 

14 

一次締め 

プ
レ
セ
ッ
ト
形
ト
ル
ク
レ
ン
チ
を
用
い
、
内
側
の
ボ
ル
ト

か
ら
一
次
締
め
を
す
る 

トルク値 150N･m にセット 

15 

マーキング 

ボ
ル
ト
・ナ
ッ
ト
・座
金
・
部
材
の
4
箇
所
に 

ナ
ッ
ト
の
角
に
沿
っ
て
マ
ー
ク
す
る
と
描
き
や
す
い 

一
群
の
バ
ラ
つ
き
を
見
る
と
き
は
全
て
の
線
が
平
行

に
な
る
よ
う
に
描
く 

ボルト・ナット・座金・部材の４箇所にマーキングするのはナットの回転
角を確認すると共に、供回りの有無を確認するためである 
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マーキングの確認 Group A 

17 

マーキングの確認 Group B 

18 

マーキングの確認 Group C 

19 

マーキングの確認 Group D 
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本締め 

ボ
ル
ト
軸
回
り
・座
金
共
回
り
を
確
認
し
な
が
ら
行
う 

21 

本締め後の確認 Group A 
目視による締付け検査 

ピ
ン
テ
ー
ル
の
破
断 

マ
ー
ク
の
ず
れ 

共
回
り
・軸
回
り
の
有
無 

ナ
ッ
ト
回
転
量
の
バ
ラ
つ
き 

22 

本締め後の確認 Group B 

23 

本締め後の確認 Group C 

24 
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本締め後の確認 Group D 

25 

けがき線の記入 

26 

引張り試験 

試
験
体
を
引
張
試
験
機
に
垂
直
に
セ
ッ
ト
す
る 

27 

歪み(mm) 

荷
重
（KN

) 

 ・すべり荷重P（KN) 
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歪み(mm) 

荷
重
（KN

) 

 ・すべり荷重P（KN) 

29 

引張り試験後のけがき線のずれ 

30 

のけがき線のずれ Group A 

31 

のけがき線のずれ Group B 

32 
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のけがき線のずれ Group C 

33 

のけがき線のずれ Group D 

34 

すべり試験終了後の解体 

孔周りは摩擦
により変色して
いる 

35 

すべり係数の算出 

すべり係数は次式により算出する。 

｛ μ = P ／ m × n × N ｝ 

 

μ：すべり係数 

P：すべり荷重   （KN） 

ｍ：摩擦面数   （m＝2） 

ｎ：ボルト本数   （ｎ＝2） 

N：ボルト初期導入軸力 （KN） 

（すべり係数算出のための軸力は（N）は製品検査証明書の値を採用した。） 
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10 

すべり試験結果 

赤錆自然発生させた摩擦面のすべり試験結果  
（すべり係数値） 

  1 2 3 平均   

A 0.512  0.486  0.517  0.505  Group A 

B 0.481  0.490  0.500  0.490  Group B 

C 0.514  0.576  0.546  0.545  Group C 

D 0.528  0.557  0.534  0.540  Group D 

判定基準 0.450  0.450  0.450  0.450    37 
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すべり試験  2013.002.27 赤錆自然発生摩擦面のすべり試験 

グループの平均 

個々の試験体の数値をプロットしたのみ 

Group C 

Group D 

Group A 

Group B 
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